
介護ロボットに関する未来投資戦略の記載①

⑤ロボット・センサー等の技術を活用した介護の質・生産性の向上
・介護現場でのロボット・センサー等の活用について、効果実証を着
実に進め、その結果を踏まえて、利用者の生活の質の維持・向上と
介護者の負担軽減に資するものについて、次期介護報酬改定の際に、
介護報酬や人員・設備基準の見直し等の制度上の対応を行う。

・今後の介護ロボット等開発では、自立支援等による利用者の生活の質
の維持・向上と、介護者の負担軽減の両方を実現するため、現場の
ニーズを真に汲み取って開発シーズとつなげられるよう、プロジェ
クトを牽(けん)引するプロジェクトコーディネーターを新たに育
成・配置する。また、ロボット介護機器の開発重点分野について再
検証を行い、本年夏までに戦略的な開発の方向性を取りまとめ、来
年度以降の新たな開発支援対象に反映させる。加えて、生活支援ロ
ボットの安全性に関する規格であるISO13482と海外制度との連携
を進めるための評価・試験データ取得等を支援し、ロボット介護機
器のスムーズな海外市場展開を図る。
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参考：未来投資会議構造改革徹底推進会合「健康・医療・介護」会合 平成 29 年 10 月 27 日（第 1回）
資料 4 ④科学的介護
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/suishinkaigo2018/health/dai1/siryou4.pdf


